
メタバースETF組入れ銘柄の上位10社

1
出所：筆者作成



エヌビディアの売上高と純利益

2出所：筆者作成



3出所：パンローリングカスタムチャート・石原順インディケーター



過去21年間の米国株市場の12 月パフォーマンス（2000～2020）
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出所：トレーダーズアルマナック（パンローリング）

サンタクロース・ラリー
（12月27日から）は
1972年に彼の父親エー
ル・ハーシュが定義したも
ので、「1年の最後の5取
引日と新年の最初の2取
引日」を指す。この短い期
間のラリーは、通常、
S&P500 で＋1.3%程
度の利益をもたらしている。
サンタクロース・ラリーは年
の最初のシーズナル指標
である。サンタクロース・ラ
リーがなかった年は、弱気
相場になり、年の後半に
株価が大きく下落したりす
る傾向がある。



サンタクロースラリーはあるのか①！？

出所：ゼロヘッジ 5



サンタクロースラリーはあるのか②！？

出所：ゼロヘッジ
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キャシー・ウッド氏、旗艦ファンドの年40％リターン可能とコメント

出所：ゼロヘッジ



トルコリラ/円（日足）
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（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）
出所：楽天MT4・石原順インディケーター



トルコリラ/円（月足）

出所：筆者作成



恐怖と欲望指数

出所：CNNマネー



NYダウCFD（日足）
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（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）
出所：楽天MT4・石原順インディケーター



日経平均CFD（日足）
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（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）
出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ラリー・ウィリアムズの「2021年のNYダウ予測」
12月後半は株高⁉

13https://tradersshop.com/bin/showprod?a=15686&c=2011422500007



米著名投資家のラリー・ウィリアムズは来年2022年の相場について、

「2022年はインフレがマーケットを襲う年である。高インフレは株式
市場を殺す。それは間違いない。そして間違いなくハイパーインフレを
始めている。それは2022年にとってどんな意味があるのだろうか…？
ベアマーケットのシグナルが発動する可能性は高い」

と、『フォーキャスト2022年』（パンローリング）の中で述べている。

•主要な経済指標は崩壊し始めている。

•住宅着工件数は伸び悩み、クレジットカードの負債は増加している。

• また政治的にも大混乱に陥っている。

これらはすべて株価に影響を与える。まだ警告サインは点滅していな
いが、2022年はベアマーケットのシグナルが発動する可能性は高い
だろう。（ラリー・ウィリアムズ）
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2022年のベアはいつから始まるのか？

https://tradersshop.com/bin/showprod?a=15686&c=2011422500007



米国のイールドカーブ（利回り曲線）はフラット化
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これは、市場がベア（弱気）マーケットに陥る前に起きる現象の1つである。



ドットコムバブル崩壊とリーマンショック（2000年・2008年）
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イールドカーブとS&P500（2020年2月）
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出所：ストックチャーツ



イールドカーブとS&P500（2018年8月）
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イールドカーブとS&P500（2021年12月）
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FRBはこの異常な金融政策を
どうやって解消することができると考えているのだろうか？

FRBはこの異常な金融政策をどうやって解消することができると考えてい
るのだろうか？2008年以降、それができなかった。2008年以降はでき
なかったのに、今はどうやってできるのだろうか？

歴史的に見ても、金融政策の正常化に本格的に舵を切るというのは幻
想に過ぎない。

FRBは好きなだけ話をすることができる。しかし、ことわざにもあるように、
「口は災いの元」だ。中央銀行には何ができるのか？
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出所：ゼロヘッジ「権力に酔う権威主義者たち：今こそ政府を再調整する時だ」



FRBのバランスシートはGDPの42%の水準まで拡大
オミクロン騒動は原油下落の思惑と緩和余地の確保

出所：ゼロヘッジ
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